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図版 30　第４ａ～６ａ層、第７ａ層上面　79 溝　出土遺物
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図版 31　第７ａ層上面　79 溝、第７ａ～９ａ層　出土遺物
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図版 32　第 10 ａ層、第 11 ａ層等　出土遺物
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図版 33　第 11‐２ｂ層、第 12 ａ層　出土遺物
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図版 34　第 12 ａ層、第 13‐１ａ層上面　溝群　出土遺物
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図版 35　第 13‐１ａ層上面　溝群、第 13 ａ層上面　３・４号墓　出土遺物
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図版 36　第 13‐２ａ層上面　２号墓、第 13 ａ層下面　1040 溝　出土遺物他
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緯度・経度 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号
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おおがたぐんじょうりいせき

県郡条里遺跡
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阪府柏原市
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内
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         ～
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恩智川法善寺
多目的遊水地

所収遺跡名 種別 時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

大県郡条里遺跡

生産 古代～中世 畦畔・溝・土坑
土師器・須恵器・黒色土器・瓦器・瓦質土器・
陶器・磁器・瓦・石製品・金属製品・金属
製品生産関係遺物・木製品

古代から中世にかけて
の条里型地割で区画さ
れた水田・畠を検出

集落
縄紋時代晩期～古墳
時代

方形周溝墓（墳丘墓）・
溝・土坑・ピット

縄紋土器・弥生土器・土師器・須恵器・石器・
石製品・木製品

弥生時代中期後葉及び
弥生時代後期後葉の
方形周溝墓（墳丘墓）
を検出

要約 　　　　　

報 告 書 抄 録

　方形周溝墓（墳丘墓）３基を検出した。２号墓は、（その８）調査区で大部分が調査されており、弥生時代中期後葉の時
期が与えられている。今回の調査では南周溝を検出し、周溝南肩部で、舟形の木棺が据えられた埋葬施設を確認した。
　３・４号墓は、（その８）調査区の１号墓の南側に、３号、４号の順で南北に並ぶ。３号墓の周溝内墳丘側肩部で、弥生
土器広口壺・鉢等が出土しており、弥生時代後期後葉の時期が与えられる。広口壺のうち１点には、体部に波状紋の線刻
がみられる。
　第 13‐１ａ層上面では、北西‐南東方向の溝群を検出した。弥生時代後期には機能していたと考えられる。既往の調査
区も含め、検出長約 190 ｍに及ぶ長大な溝群であり、広範囲に及ぶ地域の開発に関わるものと考えられる。
　第４ａ層上面から第 12ａ層上面まで、条里型地割を構成する畦畔、溝等を検出した。大県郡条里遺跡における最も古い
条里遺構は、これまで第 11ａ層段階のものであったが、今回の調査では、さらに下位の層準である第 12ａ層段階（古代）
の条里遺構を確認した。限られた範囲ではあるが、遺構面が第 11ｂ層堆積層に被覆されており、畦畔等の遺構群を非常に
良好な状態で検出することができた。
　第７ａ層上面 79溝東部遺構群（13 世紀後葉）については、各地で報告されている道路状遺構に伴う「波板状凹凸面」
の一例と考えられる。
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